
 

ご挨拶 

創設 130周年を迎えて 

栃木県農業総合研究センター（旧栃木県農業試験場）は、令和 7（2025）年に創設 130周年という大
きな節目を迎えました。明治 28（1895）年に栃木県立農事試験場として創設されて以来、農業振興に不
可欠な技術革新の拠点として、時代の変化に対応しながら、本県の特徴や創意工夫を生かした研究開発
を続けてまいりました。 
この間の歩みは、本県の豊かな自然環境と皆様の支えを土台に、先人たちのたゆまぬ努力と情熱によ
って築かれてきました。これまでに多くの新品種・新技術を開発し、地域農業の発展に寄与してきたこ
とは、私たちの誇りであり、未来に続く研究開発の大きな原動力となっています。 
近年、農業の担い手不足をはじめ、地球温暖化の進行や新たな病害虫の発生、消費者ニーズの多様化
など、農業を取り巻く環境は急速に変化しています。こうした中、研究開発分野においては、現場の課
題解決を最優先に、一歩先を見据えた取組が求められており、時代の変化とともに県の試験研究機関と
しての役割も転換期を迎えていると感じています。 
変化の激しい時代だからこそ、研究機関としての真価が問われます。当センターでは、これまで培っ
てきた技術力にさらに磨きをかけ、今後も“現場の課題を解決する研究機関”として、実用性と先進性の
双方の視点を持って新たな技術の創出に挑んでまいります。 
このたびの記念誌刊行は、過去の記録や研究成果を通じて、当センターの歩みと今後の展望を共有で
きる大変貴重な機会となりました。本誌が、農業に携わる多くの方々にとって、過去を振り返り、未来
を描く手がかりとなることを願っています。 
最後に、これまで当センターを支えていただいた皆様に深く感謝するとともに、今後とも変わらぬ御
支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

栃木県農業総合研究センター 所長 柴田 和幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
ご挨拶  
  創設 130 周年を迎えて 

 

第１章 農業総合研究センターの概要  
 第１節 沿革 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 2 
 第２節 年譜 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
 第３節 本場､いちご研究所、原種農場の所在地並

びに概況 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

7 
  １ 本場・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
  ２ いちご研究所・栃木農場 ・・・・・・・ ・ 8 
  ３ 高根沢原種農場 ・・・・・・・・・・・ ・ 9 
  ４ 黒磯農場・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
    
第２章 試験研究及び各種事業の業績  
 第１節 水稲、ほか夏作物に関する試験研究 12 
  １ 水稲の品種育成、品種特性に関する試験 ・ 12 
  ２ 水稲の高品質・多収・低コスト・省力栽培

法の開発 ・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

14 
    
 第２節 麦類に関する試験研究 16 
  １ 二条大麦の品種育成に関する試験 ・・・ ・ 16 
  ２ 麦類の品種選定に関する試験 ・・・・・ ・ 20 
  ３ 麦類の高品質多収技術に関する試験 ・・ ・ 20 
    
 第３節 いちごに関する試験研究 23 
  １ いちごの品種育成に関する試験研究 ・・ ・ 23 
  ２ いちごの栽培法に関する試験研究 ・・・ ・ 24 
  ３ いちご新品種「とちあいか」の栽培技術の

確立 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

25 
  ４ いちご新品種「ミルキーベリー」の栽培技

術の確立 ・ ・・・・・・・・・・・・・・ 
 

27 
  ５  「スカイベリー」の栽培技術の確立 ・ ・ ・ 28 
  ６ 夏秋どりいちごの栽培技術の確立 ・・・ ・ 29 
  ７ いちごの流通 ・鮮度保持に関する試験研究 29 
  ８ いちごの生産流通に関する試験 ・・・・ ・ 29 
    
 第４節 野菜に関する試験研究 31 
  １ 多様な需要に対応したとちぎオリジナル

品種”の開発 ・・・・・・・・・・・・ ・・ 
 

31 
  ２ 気候変動に対応した新品種新 ・新技術の開

発・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

31 
  ３ 園芸生産の戦略的拡大を実現する技術の

開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

32 
  ４ 水田を最大限活用した高度生産システム

の確立 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

33 
    
 第５節 果樹に関する試験研究 39 
  １ 果樹の高品質果実安定生産技術の開発 ・ ・ 39 
  ２ 果樹の優良品種及び系統の選定 ・ ・・・ ・ 45 
    
 第６節 花きに関する試験研究 46 
  １ 花き生産を支える新品種の育成・ ・・・・ 46 
  ２ 花きの生産性向上、高品質化を実現する栽

培技術の確立・・・・・・・・・ ・ ・・・・ 
 

47 
    
 第７節 生物工学に関する試験研究 49 
  １ 有用形質を選抜する DNA マーカーの開発

と既存 DNA マーカーの利用・・・・・・ 
 

49 
    

    
    

    
  ２ DNA マーカーによる実生選抜及び遺伝子

型判定・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

53 
  ３ 遺伝子機能解析技術の開発 ・・・・・・・ 54 
  ４ DNA マーカーによる品種識別技術の開発 54 
    
 第８節 病害虫に関する試験研究 56 
  １ 生産性を効率的飛躍的に向上させるいち

ご新品種の育成 ・・・・・・・・・・・ ・ 
 

56 
  ２ 環境負荷を低減する生産技術の確立 ・・ ・ 56 
  ３ 農業情勢や生産環境の変化に対応した総

合的な病害虫防除技術の確立 ・・・・・ ・ 
 

57 
  ４ 新しい殺菌剤・殺虫剤・資材等の選抜およ

び利用法の確立 ・・・・・・・・・・・ ・ 
 

63 
    
 第９節 土壌環境に関する試験研究 64 
  １ 環境負荷を低減する生産技術の確立 ・ ・ ・ 64 
  ２ 高品質・安定的な作物栽培技術の確立 ・ ・ 66 
  ３ 園芸生産の戦略的拡大を実現する技術の

開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

67 
  ４ 安全な農産物生産技術の開発 ・・・・・ ・ 67 
  ５ 水田を最大限に活用した高度生産システ

ムの確立 ・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

69 
    
 第 10 節 肥料、飼料及び農薬関係の業務・病害虫

発生予察 
 

70 
  １ 肥料、飼料及び農薬関連業務 ・・・・・・・ 70 
  ２ 病害虫発生予察 ・・・・・・・・・・・・ 71 
    
 第 11 節 稲､麦､大豆､いちごに関する原種・原苗生

産 
 

72 
  １ 主要農作物等の品種の変遷 ・・・・・・・ 72 
  ２ 稲・麦・大豆の原種等の生産・配布状況 ・ 73 
  ３ いちごの原々苗生産 ・・・・・・・・・・ 74 
    
第３章 成果の発表等  
 第１節 イチオシ成果 76 
  １ 栃木県の水稲作を支える新品種育成と栽

培技術の開発・・・・・・・・ ・ ・・・・・ 
 

76 
  ２ ビール大麦生産日本一を支える品種 ・・・ 79 
  ３ いちご王国・栃木の挑戦「品種と技術の進

化物語」・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

82 
  ４ 栃木県のにら生産を支える試験研究 ・・・ 85 
  ５ 栃木県の果樹産地活性化に向けた新品種

と栽培技術の開発 ・・・・・ ・ ・・・・・ 
 

88 
  ６ 栃木県花き生産活性化のための新品種育

成と栽培技術の開発 ・・・・ ・ ・・・・・ 
 

91 
  ７ 栃木県の品種開発におけるDNAマーカー

の開発とその利用 ・・・・・・・・・・・ 
 

94 
  ８ 環境負荷を低減するための病害虫防除技

術の開発 ・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・・ 
 

97 
  ９ グリーン農業実現に向けた土壌環境分野

の技術開発 ・・・・・・・・ ・ ・・・・・ 
 

100 
  10 病害虫発生予察情報の提供・ ・ ・・・・・ 103 
    
 第２節 研究成果・新技術シリーズ 105 
  １ 研究成果・・・・・・・・・・・・・・・ 105 

栃木県農業総合研究センター130年記念誌 目次 


